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１
月
４
日
、
琴
丘
総
合
体
育
館
を
会

場
に
平
成
29
年
三
種
町
消
防
団
出
初
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
当
日
は
団
員
３
３
７
人
が
琴
丘
総
合

体
育
館
に
集
合
、
祈
願
祭
で
今
年
の
無

火
災
を
祈
願
し
た
後
、
駐
車
場
に
移
動

し
て
三
浦
町
長
や
金
子
団
長
な
ど
の
観

閲
を
受
け
ま
し
た
。�

　
式
典
は
団
員
を
は
じ
め
来
賓
な
ど
約

４
０
０
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
、
三
浦

町
長
は
式
辞
で
、
「
消
防
団
員
は
、
地

域
防
災
の
中
核
と
し
て
、
将
来
に
わ
た

り
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
代
替
性
の
な

い
存
在
」
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

す
る
と
と
も
に
、
消
防
団
員
の
充
足
率

向
上
を
め
ざ
し
、
消
防
団
活
動
が
し
や

す
い
環
境
整
備
と
地
域
防
災
体
制
を
進

め
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
こ
と
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。�

　
金
子
団
長
は
、
10
月
８
日
に
発
生
し

た
大
雨
被
害
に
つ
い
て
触
れ
、
１
１
９

０
世
帯
へ
の
避
難
指
示
・
勧
告
の
対
応

を
迅
速
に
行
い
被
害
を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
が
で
き
た
事
へ
の
感
謝
を

す
る
と
と
も
に
「
無
火
災
の
年
と
な
る

よ
う
、
消
防
団
員
の
団
結
を
よ
り
強
固

に
し
、
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た

め
い
っ
そ
う
努
力
す
る
こ
と
を
誓
う
」

と
訓
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
消
防
人
と
し

て
地
域
の
た
め
に
活
躍
さ
れ
て
き
た
団

員
に
対
し
秋
田
県
知
事
表
彰
を
行
っ
た

ほ
か
、
秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰
な
ど

１
０
０
個
人
お
よ
び
26
団
体
を
表
彰
し

ま
し
た
。�

　
授
彰
者
を
代
表
し
て
、
児
玉
達
也
さ

ん
（
琴
丘
第
３
分
団
長
）
が
「
今
日
の

感
激
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
町
長
は
じ

め
、
ご
来
賓
の
方
が
た
か
ら
頂
い
た
言

葉
を
肝
に
銘
じ
、
消
防
人
と
し
て
与
え

ら
れ
た
任
務
遂
行
の
た
め
、
よ
り
一
層

精
励
す
る
覚
悟
で
す
」
と
謝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。�

　
最
後
に
出
席
者
全
員
で
県
消
防
の
歌

「
わ
れ
ら
あ
り
」
を
斉
唱
し
、
万
歳
三

唱
を
行
っ
て
今
年
一
年
の
無
火
災
を
誓

い
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。�

�

消しましょう�
　　その火その時�
　　　　その場所で�
�

三種町消防団�出初式�出初式�
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��

◆
５
年
勤
続
表
彰�

　
板
垣
　
雄
平
　
　
檜
森
　
大
輝�

　
畠
山
　
勝
人
　
　
金
子
　
浩
二�

　
田
代
　
隆
太
　
　
西
坂
　
高
生�

　
清
水
　
和
也
　
　
柴
田
　
　
剛�

　
畠
山
　
慶
太
　
　
高
松
　
寿
樹�

　
渡
辺
　
隆
幸
　
　
櫻
田
慎
太
郎�

　
三
浦
　
　
忍
　
　
高
崎
　
金
厚�

　
小
山
内
　
晃�

�

◆
優
良
警
火
団
表
彰�

　
湖
北
小
学
校
　
鵜
川
２
こ
ど
も
会�

　
琴
丘
小
学
校
　
浜
村
こ
ど
も
会�

　
森
岳
小
学
校
　
林
崎
こ
ど
も
警
火
団�

　
金
岡
小
学
校
　
豊
岡
こ
ど
も
警
火
団�

�

◆
無
火
災
分
団
表
彰
　�

　
琴
丘
第
６
分
団
　
（
25
年
０
か
月
）�

　
八
竜
第
２
分
団
　
（
１
年
４
か
月
）�

　
八
竜
第
３
分
団
　
（
４
年
５
か
月
）�

　
八
竜
第
４
分
団
　
（
１
年
６
か
月
）�

　
八
竜
第
５
分
団
　
（
１
年
４
か
月
）�

　
八
竜
第
６
分
団
　
（
２
年
９
か
月
）�

　
八
竜
第
７
分
団
　
（
10
年
１
か
月
）�

　
八
竜
第
８
分
団
　
（
19
年
９
か
月
）�

　
八
竜
第
９
分
団
　
（
10
年
６
か
月
）�

　
琴
丘
第
２
分
団
　
（
19
年
５
か
月
）�

　
琴
丘
第
３
分
団
　
（
１
年
６
か
月
）�

　
琴
丘
第
４
分
団
　
（
８
年
８
か
月
）�

　
琴
丘
第
５
分
団
　
（
23
年
９
か
月
）�

　
琴
丘
第
７
分
団
　
（
15
年
８
か
月
）�

　
琴
丘
第
９
分
団
　
（
５
年
６
か
月
）�

　
山
本
第
１
分
団
　
（
８
年
11
か
月
）�

　
山
本
第
３
分
団
　
（
２
年
０
か
月
）�

　
山
本
第
４
分
団
　
（
１
年
４
か
月
）�

　
山
本
第
５
分
団
　
（
３
年
１
か
月
）�

　
山
本
第
６
分
団
　
（
４
年
８
か
月
）�

　
山
本
第
７
分
団
　
（
６
年
１
か
月
）�

　
山
本
第
８
分
団
　
（
７
年
６
か
月
）�

���

　
伊
東
　
　
明
　
　
落
合
　
　
学�

　
加
藤
　
　
守
　
　
田
崎
　
真
悟�

　
田
村
　
俊
輔
　
　
近
藤
　
宏
幸�

　
石
川
　
健
作
　
　
小
玉
　
正
人�

　
斉
藤
　
俊
樹
　
　
田
中
　
隼
人�

　
工
藤
　
誠
志
　
　
伊
藤
　
明
彦�

　
西
坂
　
高
生
　
　
若
松
　
　
忠�

　
佐
藤
　
慶
征
　
　
檜
森
　
大
輝�

　
金
子
　
洋
平
　
　
荒
川
　
拓
也�

　
伊
東
　
裕
樹
　
　
三
浦
　
清
美�

　
吉
田
　
　
慎
　
　
泉
　
宗
一
郎�

　
高
松
　
寿
樹
　
　
桜
庭
　
　
武�

　
鈴
木
　
　
修
　
　
北
林
　
　
誠�

　
新
堀
　
一
利�

秋
田
県
知
事
表
彰�

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰�

秋
田
県
消
防
協
会�

能
代
市
山
本
郡
支
部
長
表
彰�

三
種
町
長
表
彰�

三
種
町
消
防
団
長
表
彰�

��
◆
有
功
章�

　
児
玉
　
達
也�

　
児
玉
　
　
隆�

　
阿
部
　
　
守�

　
嶋
田
　
雅
人�

�

◆
30
年
永
年
勤
続
章�

　
近
藤
　
克
彦�

　
三
浦
　
竹
茂�

�

◆
25
年
永
年
勤
続
章�

　
牧
野
　
勝
精
　
　
加
藤
　
雅
文�

　
寺
沢
　
梶
人
　
　
成
田
　
浩
美�

　
加
賀
谷
鉄
秋
　
　
吉
田
　
正
秋�

　
関
　
　
優
征
　
　
久
後
　
正
義�

　
青
山
　
勇
人
　
　
三
浦
　
浩
実�

　
阿
部
　
一
彦
　
　
三
浦
　
幸
綱�

　
大
山
　
久
典
　
　
山
崎
　
　
均�

　
金
子
　
英
人
　
　
渡
辺
　
　
勉 �

　
佐
々
木
秋
彦
　
　
新
堀
　
一
利�

◆
20
年
永
年
勤
続
章�

　
工
藤
　
秀
易
　
　
田
森
　
　
守�

　
荒
川
　
優
悦
　
　
牧
野
　
英
徳�

　
檜
森
　
　
智
　
　
児
玉
　
金
成�

　
田
川
　
博
行
　
　
近
藤
　
義
友�

　
高
松
　
　
正�

���

◆
10
年
勤
続
章�

　
腰
丸
　
大
輔
　
　
清
水
　
智
仁�

　
大
坂
谷
幸
則
　
　
石
川
　
忠
広�

　
伊
藤
　
善
之
　
　
近
藤
　
　
優�

　
木
村
　
重
仁�

����

◆
７
年
勤
続
章 �

　
鈴
木
　
照
美
　
　
信
太
　
幸
樹�

　
三
浦
　
誠
樹
　
　
伊
藤
　
智
樹�

　
田
村
　
悠
人
　
　
鈴
木
　
　
修�

　
大
塚
　
堅
一
　
　
袴
田
　
勝
弘�

　
三
浦
　
和
也
　
　
小
山
内
勝
徳�

　
板
倉
　
正
明
　
　
高
橋
　
　
東�

　
児
玉
　
高
久
　
　
上
杉
　
　
学�

　
成
田
　
康
樹
　
　
佐
々
木
雅
浩�

　
工
藤
　
浩
毅
　
　
田
中
　
浩
元�
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長
年
の
功
績
を
た
た
え
て

長
年
の
功
績
を
た
た
え
て�
長
年
の
功
績
を
た
た
え
て�

平
成
平
成
28
年
度
年
度�

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰�

全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰

全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰�

平
成
28
年
度�

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰�

全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表
彰�

　
こ
の
た
び
、
長
年
に
わ
た
る
民

生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
の
ご

功
績
が
認
め
ら
れ
、
12
月
20
日
、

三
種
町
役
場
に
お
い
て
町
長
よ
り

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。�

　
今
回
表
彰
さ
れ
た
方
が
た
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
祝
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今

後
い
っ
そ
う
社
会
福
祉
活
動
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
す
こ
と
を
ご
期

待
い
た
し
ま
す
。�

　
表
彰
さ
れ
た
方
が
た
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。�

�

◆
全
国
社
会
福
祉
協
議
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰�

民
生
委
員
・
児
童
委
員
功
労
表
彰�

　
　
佐
々
木
　
　
　
晴
　
氏�

永
年
勤
続
功
労
表
彰
　�

　
　
柴
　
田
　
千
津
子
　
氏�

�

◆
全
国
民
生
児
童
委
員
連
合
会�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
表
彰�

永
年
勤
続
単
位
民
生
委
員�

　
　
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰�

　
　
太
田
瀬
　
作
　
二
　
氏�

永
年
勤
続
民
生
委
員�

　
　
　
　
　
　
　
児
童
委
員
表
彰�

　
　
篠
　
田
　
健
　
三
　
氏�

　
　
北
　
林
　
テ
リ
子
　
氏�

　
　
渡
　
部
　
鏡
　
子
　
氏�

　
　
豊
　
田
　
良
　
子
　
氏�

平
成
平
成
28
年
度
年
度�

平
成
28
年
度�

　
１
月
16
日
、
山
本
地
域
振
興
局
に
お

い
て
、
み
た
ね
ベ
ン
ベ
ン
Ｙ
Ｈ
Ｋ
（
佐

々
木
清
会
長
）
が
、
山
本
地
域
振
興
局

長
よ
り
「
元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く

り
顕
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。�

　
こ
の
事
業
は
能
代
山
本
地
域
に
お
い

て
、
地
域
の
魅
力
発
見
や
活
力
あ
る
地

域
社
会
を
創
造
し
て
い
く
た
め
、
自
主

的
・
主
体
的
に
取
り
組
み
、
継
続
的
に

活
動
を
展
開
し
て
い
る
個
人
・
団
体
を

表
彰
す
る
も
の
で
す
。�

　
み
た
ね
ベ
ン
ベ
ン
Ｙ
Ｈ
Ｋ
は
、
平
成

24
年
に
「
み
た
ね
大
学
」
で
開
設
さ
れ

て
い
た
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
受
講
生
が

中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
、
演
奏
で
地

域
の
元
気
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
で
す
。�

　
現
在
、
60
代
か
ら
80
代
の
47
名
で
町

民
祭
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
で
演
奏
を
行

っ
て
い
る
他
、
福
祉
・
介
護
施
設
へ
の

訪
問
も
行
い
、
ス
コ
ッ
プ
三
味
線
の
演

奏
で
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し

た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。�

　
表
彰
さ
れ
た
方
が
た
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
後
い
っ
そ
う
地
域
の

元
気
づ
く
り
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
こ
と
を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。�

み
た
ね
ベ
ン
ベ
ン
Ｙ
Ｈ
Ｋ

み
た
ね
ベ
ン
ベ
ン
Ｙ
Ｈ
Ｋ�

み
た
ね
ベ
ン
ベ
ン
Ｙ
Ｈ
Ｋ�

元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
顕
彰

元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
顕
彰�

元
気
な
ふ
る
さ
と
秋
田
づ
く
り
顕
彰�
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三
種
町
長
が
会
長
を
務
め
る
「
三
種
町
Ｃ
Ｃ
Ｓ

プ
ラ
ン
ト
誘
致
協
議
会
」
で
は
、
二
酸
化
炭
素
貯

留
施
設
（
Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
）
の
誘
致
を
進
め
る

た
め
、
12
月
21
日
に
三
種
町
長
と
金
子
議
長
と
で

経
済
産
業
省
東
北
経
済
産
業
局
及
び
環
境
省
東
北

地
方
環
境
事
務
所
に
対
し
て
、
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。�

Ｃ
Ｃ
Ｓ
プ
ラ
ン
ト
誘
致
に�

向
け
て
の
要
望
活
動�

〜
国
に
対
し
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
〜�

経済産業省東北経済産業局　資源エネルギー環境部長�

環境省　東北地方環境事務所長�

子どもの幸福　　地域の未来�
しあわせ�

～すべての子どもたちのために～�

三種町地域福祉フォーラムを開催します�

　三種町地域福祉計画・地域福祉活動計画に基づき、今後の地域福祉推進の方策を、地域住民、福祉活動実

践者、関係各機関等から理解していただくと共に、活動への積極的な参加を促進することを目的として三種

町地域福祉フォーラムを開催します。�

と　き� ２月１８日（土）　１３：３０～�
ところ� 山本ふるさと文化館�
内　容� 第１部　講　演　�

　　　　　特定非営利活動法人　あきた子どもネット　代表　後藤　 節子 氏�
�

第２部　パネルディスカッション　�

　　　　パネリスト�

　　　　　秋田県健康福祉部　福祉政策課　保護班　スタッフ　安田　大樹　氏�

　　　　　特定非営利活動法人　あきた子どもネット　代表　後藤　節子　氏�

　　　　コーディネーター�

　　　　　日本社会事業大学　　　　准教授　菱沼　幹男 氏�

�
主　催� 三種町・三種町社会福祉協議会�

◆問い合わせ先　　福祉課　　８５－２１９０・三種町社会福祉協議会　　７２－４４００�
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町
で
は
、
次
の
日
程
で
特
設
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。�

　
い
じ
め
、
登
記
問
題
な
ど
、
困
り
ご
と

や
悩
み
ご
と
等
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。�

�

　

２
月
８
日
　�

　

八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
※
相
談
時
間
　
10
時
〜
15
時�

�

【
人
権
擁
護
委
員
】
　
八
竜
地
域�

　
見
上
　
雅
子
　
　
成
田
　
隆
道�

　
工
藤
　
富
直�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
町
民
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
５�

特
設
人
権
相
談
所
開
設�

　
１
８
７
８
年（
明
治
11
年
）２
月
20
日
に

「
海
外
旅
券
規
則
」が
制
定
さ
れ
、「
旅
券
」

と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て
生
ま
れ
た
の
が
「
旅
券

の
日
」
で
す
。�

　
み
な
さ
ん
も
、
大
切
な
パ
ス
ポ
ー
ト
を

確
認
す
る
日
に
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
　�

　
三
種
町
で
は
、
平
成
23
年
10
月
か
ら
パ

ス
ポ
ー
ト
の
申
請
・
受
領
を
行
っ
て
い
ま

す
。
（
本
庁
の
み
）
三
種
町
に
住
民
登
録

し
て
い
る
方
は
、
三
種
町
役
場
以
外
で
は

パ
ス
ポ
ー
ト
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
町
民
生
活
課
　
町
民
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
５�

２
月
20
日
は
「
旅
券
の
日
」�

　
平
成
29
年
度
の
加
入
申
し
込
み
が
、
２

月
１
日
よ
り
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
。�

　
交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済
制
度
は
、

県
民
が
助
け
合
い
、
災
害
に
あ
っ
た
方
が

た
を
救
済
す
る
制
度
で
す
。秋
田
県
内（
秋

田
市
を
除
く
）
に
住
ん
で
い
る
方
で
あ
れ

ば
、
ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
の
で
、

家
族
そ
ろ
っ
て
セ
ッ
ト
で
の
加
入
を
お
勧

め
し
ま
す
。�

�

★
交
通
災
害
共
済
　�

　
掛
金
年
額
３
０
０
円�

�

　
道
路
上
に
お
い
て
、
自
動
車
、
バ
イ
ク
、

自
転
車
等
に
よ
る
事
故
に
よ
る
死
傷
が
対

象
で
す
。
ま
た
、
歩
行
中
に
こ
れ
ら
の
乗

り
物
に
ひ
か
れ
た
り
し
た
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
。�

〔
死
　
　
亡
〕　
１
０
０
万
円�

〔
後
遺
障
害
〕　
50
万
〜
１
０
０
万
円�

〔
傷
　
　
害
〕　
入
院
１
日
２
０
０
０
円�

　
　
　
　
　
　
通
院
１
日   

８
０
０
円�

★
不
慮
の
災
害
共
済
　�

　
掛
金
年
額
７
０
０
円�

�

　
急
激
か
つ
偶
然
の
外
来
の
事
故
に
よ
る

死
傷
が
対
象
で
す
。
道
路
以
外
で
の
自
動

車
等
に
よ
る
事
故
、
作
業
中
の
事
故
、
ス

ポ
ー
ツ
中
の
事
故
、
災
害
時
（
地
震
、
火

災
、
台
風
等
）
の
事
故
な
ど
も
対
象
と
な

り
ま
す
。�

〔
死
　
　
亡
〕　
60
万
円�

〔
後
遺
障
害
〕　
30
〜
60
万
円�

〔
傷
　
　
害
〕　
入
院
１
日
１
１
０
０
円�

　
※
通
院
治
療
期
間
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん�

�

◆
共
済
期
間
　�

　
平
成
29
年
４
月
１
日�

　
　
　
〜
平
成
30
年
３
月
31
日�

　
※
途
中
加
入
の
場
合
は
加
入
日
の
翌
日
か
ら�

�

◆
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
み
窓
口�

　
町
民
生
活
課
　
消
防
防
災
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
３�

　
山
本
総
合
支
所
　
地
域
振
興
係�

　
　
８
３
‐
２
１
１
２�

　
琴
丘
総
合
支
所
　
地
域
振
興
係
　�

　
　
８
７
‐
２
１
１
１�

相談は無料で�
秘密は厳守します。�

　秋田地方法務局能代支局（　54－4111）

では、平日８時30分～ 17時15分まで人権

相談を受け付けています。�

　お気軽にご利用ください。�

飲酒運転等の状況（運転者住居別結果）�
12月中� H28累計�

酒酔い運転�

酒気帯び件数　�

飲酒事故（負傷）件数�

飲酒事故（死亡）件数�

交通死亡事故件数�

０�件�

１�件�

０�件�

０�件�

０�件�

０件�

６件�

０件�

０件�

０件�

全県市町村順位（25市町村中）８位（前月６位）↓�

平成28年 飲酒運転追放等競争最終結果�
（25市町村中）８位（前年24位）↑�

交
通
災
害
・
不
慮
の
災
害
共
済
�

２
月
〜
７
月
ま
で
は
、
県
内
の
秋
田
銀
行
、

北
都
銀
行
、
羽
後
信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
又
は
郵
便
局
、
秋
田
や
ま
も
と
農
業

協
同
組
合
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
（
派
出

窓
口
を
除
く
）�
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町
が
発
注
す
る
平
成
29
年
度
・
平
成
30

年
度
の
建
設
工
事
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
等
に
か
か
る
指
名
競
争
入
札
等
に

参
加
し
よ
う
と
す
る
業
者
は
、
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
を
提
出
し
資
格
審
査
を

受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。�

　
左
記
の
と
お
り
申
請
の
受
付
を
行
い
ま

す
の
で
、
期
間
内
に
必
ず
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。�

�

●
受
付
期
間
　
２
月
１
日
〜
３
月
21
日�

　
（
８
時
30
分
〜
17
時
15
分
、
土
・
日
・�

　
祝
祭
日
除
く
）�

●
資
格
の
有
効
期
間�

　
平
成
29
年
５
月
１
日
〜�

　
　
平
成
31
年
４
月
30
日
ま
で
２
年
間�

●
受
付
方
法
　
持
参
又
は
郵
送
等�

●
提
出
書
類
　
入
札
参
加
資
格
審
査
申�

　
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
　
　
一
式�

●
提
出
部
数
　
１
部�

　
申
請
書
の
様
式
及
び
添
付
書
類
に
つ
い

て
は
、
三
種
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
・
提
出
先
　�

　
建
設
課
　
管
理
係�

　
　
８
５
‐
４
８
２
０�

平
成
29
・
30
年
度
　�

三
種
町
建
設
工
事
・
建
設�

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
等�

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請�

に
つ
い
て�

平
成
29
・
30
年
度
　�

三
種
町
森
林
整
備
関
係
業
務�

入
札
参
加
申
請
に
つ
い
て�

　
平
成
29
年
度
・
平
成
30
年
度
に
お
い
て
、

三
種
町
が
行
う
森
林
整
備
関
係
業
務
の
指

名
競
争
入
札
等
に
参
加
し
よ
う
と
す
る
事

業
者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
札
参
加

者
審
査
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す
。�

　
な
お
、
申
請
に
関
す
る
規
定
お
よ
び
申

請
様
式
等
に
つ
い
て
は
、
三
種
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

く
か
、
農
林
課
林
務
係
で
配
布
し
ま
す
。�

●
自
動
販
売
機
設
置
台
数
　
１
台�

●
設
置
場
所
　�

　
八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
風
除
室
内
」�

●
設
置
時
期
　�

　
４
月
１
日
〜
概
ね
３
年
間�

●
設
置
業
者
　
三
種
町
内
業
者
に
限
る�

●
公
募
期
間
　
２
月
15
日
〜
２
月
24
日�

●
設
置
条
件�

　
①
自
動
販
売
機
の
サ
イ
ズ
　�

　
　
幅
90
㎝
以
内
、
奥
行
き
80
㎝
以
内�

　
②
平
成
29
年
度
分
の
使
用
料
負
担�

月
額
１
０
８
０
円
×
12
か
月
分
１
万

２
９
６
０
円
を
一
括
前
納�

　
③
電
気
料
の
実
費
負
担
　�

電
気
の
子
メ
ー
タ
を
設
置
し
、
毎
月

の
電
気
料
を
実
費
負
担�

④
自
動
販
売
機
に
か
か
わ
る
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
ゴ
ミ
箱
の
設
置
、
空
き
缶
等

の
処
理
、
清
掃
等
は
す
べ
て
設
置
業

者
で
行
う�

●
申
し
込
み
方
法�

　
住
所
、
会
社
名
お
よ
び
代
表
者
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
公
募
期
間
内
に
持

参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
等
で
商
工

観
光
交
流
課
商
工
係
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

（
様
式
自
由
）�

●
選
考
方
法�

　
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ

り
決
定
し
ま
す
。�

●
抽
選
日
　
２
月
28
日
10
時
か
ら�

●
抽
選
場
所
　
役
場
第
２
会
議
室�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
商
工
観
光
交
流
課
　
商
工
係�

　
　
８
５
‐
４
８
３
０�

八
竜
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
へ�

設
置
す
る
清
涼
飲
料
水
自
動�

販
売
機
設
置
業
者
募
集
に
つ
い
て�

納
期
限
の
お
知
ら
せ�

◎
国
民
健
康
保
険
税�

　
　
　
　
　
　
　
　（
６
期
）�

◎
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

　
　
　
　
　
　
　
　（
８
期
）�

２
月
28
日（
火
）が�

　
　
　
納
期
限
で
す�

☆
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
！�

　
役
場
各
納
付
窓
口
、
町
内
各
金
融

機
関
、
Ｊ
Ａ
、
期
限
内
で
あ
れ
ば
郵

便
局
及
び
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

も
利
用
で
き
ま
す
。�

４
０
０
ml
献
血
に�

　ご
協
力
を�

　
お
願
い
し
ま
す�

琴
丘
地
域
　
２
月
21
日�

琴
丘
総
合
支
所
前
　
　 

　�

　
　
９
時
30
分 

〜 

正
午�

��

Ｊ
Ａ
秋
田
や
ま
も
と
本
店
前 �

　
　
13
時
30
分 

〜 

16
時�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
琴
丘
総
合
支
所
　
地
域
生
活
係�

　
　
８
７
‐
３
５
１
６�

●受付期間　　※地上散布業務の受付は、＊印の期間です。�
回　数� 受付期間�
＊第１回�
　第２回�
＊第３回�
　第４回�

H29．3．1～H29．3．24�
H29．8．1～H29．8．21�
H30．2．1～H30．2．23�
H30．8．1～H30．8．22

資格の有効期間�
H29．4．1～H31．3．31�
H29．9．1～H31．3．31�
H30．3．1～H31．3．31�
H30．9．3～H31．3．31

●受付業務�
　・森林施行業務　・松くい虫防除業務�
　・普通作業道等開設業務　・高能率作業道設計管理業務�
　・松くい虫防除地上散布業務�
●受付方法　持参又は郵送�
●提出書類　入札参加資格審査申請書および添付書類　一式�
◆問い合わせ・提出先　農林課　林務係　　８５－４８２７�
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●
対
象
者�

　
平
成
28
年
１
月
１
日
時
点
で
、
三
種
町

に
住
所
を
有
し
て
お
り
、
平
成
28
年
度
町

県
民
税
非
課
税
の
方
で
次
の
い
ず
れ
に
も

該
当
し
な
い
方�

�

ア．

町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
者
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合�

イ．

配
偶
者
が
配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
、

か
つ
、
町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
場
合�

ウ．

町
県
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

専
従
と
な
っ
て
い
る
場
合�

エ．

平
成
28
年
１
月
１
日
よ
り
継
続
的
に

生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合�

�

●
申
請
期
限
　
５
月
31
日
ま
で�

�

●
支
給
開
始�

３
月
下
旬
か
ら
順
次
（
後
日
、
給
付
決

定
通
知
書
に
振
込
金
額
と
振
込
み
日
を

記
載
し
送
付
し
ま
す
。
）�

●
支
給
額�

　
１
人
に
つ
き
１
万
５
０
０
０
円�

�

●
添
付
書
類�

◆
申
請
者
名
義
の
通
帳
に
振
込
す
る
場
合

で
次
の
方�

�

(1)
受
取
方
法
の
口
座
情
報
欄
に
印
字
さ
れ

て
い
る
方�

　
↓
書
類
添
付
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。�

(2)
受
取
方
法
の
口
座
情
報
欄
が
、�

　*
*
*
*
*
*
*
*
*

と
な
っ
て
い
る
方�

↓
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
の
添
付
が

必
要
で
す
。�

�

◆
申
請
者
と
違
う
名
義
口
座
に
振
込
を
希

望
す
る
場
合
（
代
理
申
請
）�

↓
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
と
、
代
理

人
の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
　
　�

（
免
許
証
ま
た
は
保
険
証
の
コ
ピ
ー

な
ど
）
の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。�

◆
成
年
後
見
人
が
申
請
手
続
き
を
す
る
場

合
も
、
代
理
申
請
扱
い
と
な
り
ま
す
。�

　�

↓
振
込
先
の
通
帳
の
コ
ピ
ー
と
、
代
理

人
の
身
分
を
証
明
す
る
書
類
（
免
許

証
ま
た
は
保
険
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
）

の
コ
ピ
ー
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。�

�

※
申
請
書
用
紙
裏
面
に
、
本
人
確
認
書
類

と
口
座
確
認
書
類
を
必
ず
添
付
す
る
よ

う
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
三
種
町
で

は
、
申
請
さ
れ
る
方
の
手
間
を
省
く
た

め
、
極
力
、
添
付
書
類
を
省
略
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。�

特
別
な
場
合
を
除
き
、
本
人
確
認
の
書

類
は
求
め
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く

だ
さ
い
。�

�

◆
問
い
合
わ
せ
先�

　
福
祉
課
　
福
祉
係�

　
　
８
５
‐
２
１
９
０�

　
臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
給
付
対
象
と
思
わ

れ
る
方
が
た
に
対
し
、
申
請
書
用
紙
を
２
月
下
旬
あ
た
り
に

郵
送
し
ま
す
。
申
請
書
が
届
い
た
方
は
、
同
封
の
見
本
を
参

考
に
記
入
・
押
印
し
、
役
場
福
祉
課
も
し
く
は
各
支
所
地
域

生
活
係
ま
で
提
出
く
だ
さ
い
。�

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
�

　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
始
ま
り
ま
す
�

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
�

　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
始
ま
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
始
ま
り
ま
す
�

臨
時
福
祉
給
付
金
（
経
済
対
策
分
）
の
�

　
　
　
　
　
　
　
申
請
が
始
ま
り
ま
す
�

確認じゃ！�
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―
過
去
と
現
在
と
未
来
を
看
る
―�

�

　
「
介
護
は
嫁
の
仕
事
だ
」
「
施
設
に
預

け
た
ら
親
不
孝
か
な
…
」
等
、
介
護
の
心

配
や
不
安
を
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。�

�

●
と
　
き
　
２
月
25
日
　
10
時
〜
正
午�

●
と
こ
ろ
　
八
竜
改
善
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
　
２
階
　
視
聴
覚
室�

●
講
　
師�

　
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
秋
田
支
部
　�

　
　
専
任
講
師
　
安
部
　
美
恵
子
　
氏�

●
内
　
容
　�

・
講
演�

　「
誰
が
介
る
の
？
老
後
の
老
後
」�

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　
等�

●
参
加
費
　
無
料�

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に�

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
申
込
期
限
　
２
月
24
日�

�

　
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
日
に
大
切
な
方
へ
料

理
を
ふ
る
ま
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。�

　
「
料
理
を
始
め
る
き
っ
か
け
を
作
り
た

い
」
「
料
理
の
腕
を
磨
き
た
い
」
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。�

�

●
と
　
き
　
３
月
４
日
　
10
時
〜�

●
と
こ
ろ
　
琴
丘
地
域
拠
点
セ
ン
タ
ー�

　
　
　
　
　
調
理
室�

●
講
　
師
　�

　
管
理
栄
養
士
　
田
中
　
美
樹
　
氏�

●
参
加
費
　
５
０
０
円�

●
準
備
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾�

●
定
員
　
20
名
（
先
着
順
）
　�

　
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に�

　
ご
参
加
く
だ
さ
い
。�

●
申
込
期
限
　�

　
　
２
月
24
日�

�

平 成�
2８年度�

〜
大
切
な
人
へ
料
理
を
贈
ろ
う
〜�

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業�

実
績
報
告
書
の
提
出
期
限�

が
迫
っ
て
い
ま
す�

　
新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
の
実
績
報

告
書
は
、
２
月
末
ま
で
に
（
基
本
、
事
業

実
施
後
、
２
カ
月
以
内
）
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
ま
で

の
提
出
は
、
半
数
に
満
た
な
い
10
団
体
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。
期
限
内
に
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
、
補
助
金
を
返
還
し
て
も
ら
う

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。�

���

　
平
成
29
年
度
、
６
年
目
を
迎
え
る
新
・

元
気
づ
く
り
支
援
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
に
、
積
極
的
に
、
独
創
的
に
、
効
果

的
に
取
り
組
む
こ
と
で
元
気
あ
ふ
れ
る
三

種
町
に
つ
な
が
る
事
業
で
あ
れ
ば
、
補
助

対
象
経
費
の
10
分
の
９
以
内
、
50
万
円
を

上
限
に
補
助
し
ま
す
。�

　
た
だ
し
、
同
一
事
業
を
継
続
し
て
実
施

し
て
き
た
団
体
に
あ
っ
て
は
、
自
立
し
た

事
業
の
実
施
を
促
す
た
め
、
明
ら
か
な
拡

充
部
分
が
な
け
れ
ば
、
事
業
採
択
は
認
め

ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
機
会
に
、�

　
今
ま
で
の
事
業
に
も
う
ひ
と
工
夫
を
加

え
、
ま
た
、
温
め
て
い
た
ア
イ
デ
ア
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
き
で
す
。�

（
本
事
業
の
実
施
は
、
平
成
29
年
度
当
初

予
算
成
立
後
に
正
式
決
定
と
な
り
ま
す
。）�

平
成
29
年
度�

新
・
元
気
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て�

み�

◆申し込み・問い合わせ先�

　企画政策課　企画係�

　　８５ー４８１７�

安部美恵子　先生�
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８３－５５５５�

保健センター�

●
と
　
き
　
３
月
１
日
（
水
）�

　
　
　
　
　
　
14
時
30
分
〜
16
時
30
分�

�

●
と
こ
ろ
　
琴
丘
地
域�

　
　
　
　
　
　
拠
点
セ
ン
タ
ー�

●
対

象

者�

　
た
ば
こ
に
つ
い
て
関
心
の
あ
る
方
、

禁
煙
し
た
い
方
、
ま
た
そ
の
家
族
、
ど

な
た
で
も
参
加
大
歓
迎
で
す
。�

�

◆
講
　
　
師�

　
す
ず
き
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
秋
田
市
）
　�

　
院
長
　
鈴
木
　
裕
之
　
先
生�

　
　
　
　
　
（
秋
田
・
た
ば
こ
問
題
を�

　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
会
　
代
表
）�

�

◆
講
演
内
容�

　
た
ば
こ
が
健
康
に
及
ぼ
す
影
響
、
受

動
喫
煙
、
禁
煙
を
成
功
さ
せ
る
た
め
の

コ
ツ
、
禁
煙
外
来
　
な
ど�

※
昨
年
受
講
さ
れ
た
あ
と
に
実
際
禁
煙�

　
に
取
り
組
ま
れ
成
功
さ
れ
た
方
の
ご�

　
家
族
の
お
話
も
予
定
し
て
い
ま
す
。�

�

◆
申
し
込
み
期
日
　
２
月
22
日
ま
で�

�

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先�

　
三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー�

　
　
８
３
‐
５
５
５
５�

��

　
妊
娠
22
週
（
６
か
月
半
ば
）
か
ら
36

週
（
10
か
月
の
最
初
の
週
）
ま
で
の
間

に
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
る
こ
と
で
す
。�

　
こ
の
時
期
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、
十
分
に

生
活
出
来
る
ほ
ど
育
っ
て
い
な
い
こ
と

が
多
く
、
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
「
未

熟
児
（
早
産
児
）
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。�

����

　
原
因
と
し
て
は
、
妊
娠
高
血
圧
症
候

群
や
持
病
に
よ
る
胎
盤
機
能
の
低
下
、

子
宮
頸
管
無
力
症
、
多
胎
妊
娠
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
過
労

や
寝
不
足
、
過
度
の
ス
ト
レ
ス
や
長
時

間
の
立
ち
仕
事
、
冷
え
な
ど
も
子
宮
へ

の
血
液
循
環
を
悪
く
し
、
早
産
に
つ
な

が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。�

　
妊
娠
中
の
健
康
管
理
、
そ
し
て
体
調

が
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に
受
診

す
る
こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
で
す
。�

◆
妊
娠
高
血
圧
症
候
群�

�

　
妊
娠
高
血
圧
症
候
群
と
は
、
妊
娠
20

週
〜
出
産
後
12
週
ま
で
に
高
血
圧
（
収

縮
期
血
圧
１
４
０
㎜
Hg
以
上
ま
た
は
拡

張
期
血
圧
90
㎜
Hg
以
上)

が
み
ら
れ
る
、

ま
た
は
高
血
圧
に
蛋
白
尿
を
伴
う
、
か

つ
、
こ
れ
ら
が
他
の
合
併
症
（
腎
機
能

の
低
下
や
妊
娠
糖
尿
病
な
ど
）
に
よ
ら

な
い
も
の
を
い
い
ま
す
。�

　
原
因
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
胎
児
の
成
長
や
妊
娠
の

経
過
に
伴
う
変
化
に
、
お
母
さ
ん
の
体

が
適
応
で
き
ず
に
起
こ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�

●
予
防
は�

　
妊
娠
初
期
か
ら
睡
眠
、
休
息
を
十
分

に
と
り
、
過
労
を
避
け
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が

け
、
適
切
な
体
重
増�

加
を
守
る
こ
と
が
大�

切
で
す
。
料
理
の�

味
付
け
は
薄
味
を�

心
が
け
ま
し
ょ
う
。�

�

★
す
こ
や
か
な
妊
娠
・
出
産
の
た
め
に
★
�

早
産
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
�

早
産
と
は�

早
産
の
原
因�

妊娠中は妊婦健康診査を必ず受けましょう�

健

康

講

座

�

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？�

ま
ず
は
、
お
話
を
聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。�

鈴木裕之　先生�

『栄養相談会』について�
　毎年２月は全国生活習慣病予防月間です。�

　２月の定例健康相談に栄養士さんによる個別栄養相談会

を行います。お気軽にご参加ください。�

●日　程�

実施日�

２月６日�

２月８日�

２月21日�

２月23日�

２月27日�

琴丘地域拠点センター�

山本公民館�

金陵の館�

八竜改善センター�

すいらんの館�

会   　　場�

9：30～11：30�

9：30～11：30�

13：30～15：30�

13：30～15：30�

13：30～15：30

時   　間�
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・
65
歳
以
上
の
高
齢
者
並
び
に
若

年
者
（
乳
幼
児
〜
高
校
生
相
当
）・

妊
婦
の
方
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

受
け
る
場
合
は
町
の
助
成
が
あ
り

ま
す
。
ま
だ
予
防
接
種
を
受
け
て

い
な
い
方
は
予
防
接
種
を
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。�

　
接
種
前
に
必
ず
医
療
機
関
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

�

・
医
療
機
関
で
は
、
予
防
接
種
料

金
か
ら
１
４
０
０
円
（
町
か
ら
の

助
成
）
を
差
し
引
い
た
金
額
が
請

求
さ
れ
ま
す
。
予
防
接
種
料
金
は

医
療
機
関
で
違
い
ま
す
。�

�

・
予
防
の
基
本
を
励
行
し
ま
し
ょ

う
（
十
分
な
栄
養
と
休
息
・
手
洗

い
・
う
が
い
・
マ
ス
ク
の
着
用
）�

�

（
詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。
）�

�

休日に実施する　日曜がん検診　をご利用ください！�

忘れていませんか？�

　今年度まだがん検診を受けていない方は、ぜひご利用ください。�

実施日／受付時間�

◆問い合わせ先　　保健センター　　　８３－５５５５�

全
国
各
地
で
流
行
!!
�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を�

　
予
防
し
ま
し
ょ
う�

〜
予
防
接
種
は�

　
　
　
２
月
28
日
ま
で
〜�

無料クーポン券・受診券が使える�が ん 検 診�
　町では、がん検診受診の向上、がん死亡率の減少を目指し、平成28年５月に下記の
年齢の方へ無料クーポン券・受診券をお送りしています。まだ利用していない方は、お
早めにご利用ください。�
　無料クーポン券・受診券の有効期限は、平成29年３月31日です。�
　無料クーポン券・受診券を無くされた方は再発行しますので、ご連絡ください。�

●無料クーポン券・受診券検診の対象となる年齢�
●利用できる医療機関�

20歳�

25歳�

30歳�

31歳�

32歳�

33歳�

34歳�

35歳�

40歳�

41歳�

42歳�

43歳�

44歳�

45歳�

50歳�

51歳�

52歳�

53歳�

54歳�

55歳�

56歳�

58歳�

60歳�

能代厚生医療センター�
　健診センター�

52－3111�
（代表）�

○�

△�

○�

○�

○�

○�

○�

△�

△�

年齢�
子　宮�
頚がん�

�

�

�

�

�

�

�

�

○�

○�

○�

○�

○�

△�

△�

�

�

�

�

△�

�

�

△�

乳がん�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○�

�

○�

�

○�

�

○�

○�

胃がん� 大腸がん� 医療機関名� 電話番号�

H　7．4．2～H　8．4．1�

H　2．4．2～H　3．4．1�

S60．4．2～S61．4．1�

S59．4．2～S60．4．1�

S58．4．2～S59．4．1�

S57．4．2～S58．4．1�

S56．4．2～S57．4．1�

S55．4．2～S56．4．1�

S50．4．2～S51．4．1�

S49．4．2～S50．4．1�

S48．4．2～S49．4．1�

S47．4．2～S48．4．1�

S46．4．2～S47．4．1�

S45．4．2～S46．4．1�

S40．4．2～S41．4．1�

S39．4．2～S40．4．1�

S38．4．2～S39．4．1�

S37．4．2～S38．4．1�

S36．4．2～S37．4．1�

S35．4．2～S36．4．1�

S34．4．2～S35．4．1�

S32．4．2～S33．4．1�

S30．4．2～S31．4．1

生年月日�

2月26日（日）�
8：30～9：00

申込期限�

2月22日（水）�

会場／申し込み先�

能代厚生医療センター検診センター�
　５２－３１１１�

検診内容�

肺がん検診・胃がん検診・大腸がん検診�
子宮頸がん検診・乳がん検診�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

○�

○�

○�

○�

○�

ＪＣＨＯ秋田病院 �
　健康管理センター�

52－3271�
（代表）�

電話予約が�
必要です。�
無料クーポン券�
受診券検診と�
　お話ください。�

�

○：全ての方が対象�
△：過去５年度（平成23～27年度）�
　　に町の検診を受けていない方�

〈年齢は平成28年４月１日現在〉�
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現
在
、
私
が
活
動
し
て
い
る
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」（
以
下
、
協
力
隊
と
記
す
）
。
テ

レ
ビ
や
新
聞
等
で
協
力
隊
に
つ
い
て
見
た
り

聞
い
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
今
回
は
こ
の
協
力
隊
に
つ
い
て

お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

　
協
力
隊
は
昨
今
、
声
高
に
叫
ば
れ
て
い
る

地
方
創
生
の
一
貫
と
し
て
生
ま
れ
た
制
度
で

す
。
都
市
部
か
ら
地
方
へ
移
り
住
ん
だ
協
力

隊
員
は
最
長
３
年
間
、
地
域
協
力
活
動
を
お

こ
な
い
な
が
ら
そ
の
地
域
へ
の
定
住
・
定
着

を
図
り
、
最
終
的
に
は
そ
の
地
で
仕
事
を
創

り
、
都
会
か
ら
地
方
へ
人
の
流
れ
を
作
る
と

い
う
の
が
そ
の
目
的
で
す
。�

　
実
施
主
体
は
各
自
治
体
で
す
が
、
協
力
隊

員
の
賃
金
や
活
動
経
費
、
募
集
経
費
は
国
か

ら
特
別
交
付
税
に
よ
る
支
援
が
あ
り
、
自
治

体
は
国
の
お
金
を
使
っ
て
協
力
隊
の
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
訳
で
す
。�

　
た
だ
し
、
必
ず
し
も
制
度
が
う
ま
く
機
能

し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
よ
う
で
す
。
国
の

補
助
金
を
使
え
る
の
を
い
い
こ
と
に
、
何
の

ビ
ジ
ョ
ン
も
持
た
ず
に
協
力
隊
員
を
採
用
し
、

雑
用
係
の
よ
う
に
使
っ
て
い
る
自
治
体
や
、

単
に
田
舎
暮
ら
し
が
し
た
く
て
興
味
本
位
で

応
募
し
、
好
き
勝
手
や
っ
て
い
る
協
力
隊
員

な
ど
、
全
国
で
の
醜
聞
も
ち
ら
ほ
ら
聞
こ
え

て
き
ま
す
。�

　
協
力
隊
員
が
来
れ
ば
何
で
も
解
決
し
て
く

れ
る
も
の
と
勘
違
い
し
て
い
る
地
域
、
自
治

体
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
地
域
お
こ
し
の
主

役
は
あ
く
ま
で
も
地
域
の
住
民
で
あ
り
自
治

体
で
す
。
協
力
隊
員
の
熱
意
や
行
動
力
を
引

き
出
す
下
地
を
作
る
と
と
も
に
、
協
力
隊
員

自
身
も
自
分
の
経
験
や
能
力
が
地
域
で
ど
の

よ
う
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
真
剣

に
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
何
を
目
指
す

の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
任
期
が
終
了
す
る
と

い
う
空
し
い
結
果
に
終
わ
ら
せ
な
い
努
力
が
、

自
治
体
、
地
域
、
協
力
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
に
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　
本
稿
が
三
種
町
に
お
け
る
協
力
隊
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
考
え
て

い
た
だ
く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
私
自

身
も
あ
ら
た
め
て
協
力
隊
員
と
し
て
の
役
割

と
責
任
を
見
つ
め
直
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�

今月の担当�

市川　聡明�

三種町PRイベントの開催�
（H28.12.11東京都北千住）�

こころちゃん�

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
が
�

　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
し
た
�

　
研
修
で
は
秋
田
大
大
学
院
准
教
授
の

佐
々
木
久
長
先
生
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
つ
い
て
の
理
解
を

深
め
ま
し
た
。
　�

　
研
修
に
は
47
名
が
参
加
し
、
佐
々
木

先
生
の
「
普
段
か
ら
周
り
の
人
と
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
相
手
の
変

化
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う
。
」
と
い
う
言

葉
に
う
な
ず
き
な
が
ら
熱
心
に
話
を
聞

い
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、

「
周
囲
の
変
化
に
気
づ
き
声
を
か
け
、

相
談
窓
口
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
ゲ

ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
と
て
も
大
切
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
」

と
感
想
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。�

　
お
昼
に
は
、
チ
ー
ム
山
本
の
み
な

さ
ん
の
手
料
理
を
囲
み
、
お
い
し
い

お
昼
ご
は
ん
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
歌
や
踊
り
の
披
露
も
あ
り
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。�

◆問い合わせ先　　保健センター　　８３－５５５５�

〜
さ
さ
や
か
な
気
配
り
・
少
し
の
親
切
と
お
節
介
〜
�

　
１
月
10
日
、
三
種
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
山
本
地
区
の

男
性
を
対
象
に
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
研
修
会
は
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
チ
ー
ム
山
本
」
が
開
催
し
た
も
の
で
す
。�

47名が参加しました。�

佐々木久長先生�

歌や踊りで楽しい時間を過ごしました。�
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町県民税・所得税の申告相談が始まります！�
　２月７日（火）から３月15日（水）の日程で、町県民税並びに所得税の申告相談を行います。申告に必要な書類等の準備をお勧めします。�
　町県民税は、日常生活に身近な学校や道路整備、福祉施策などに使われる重要な財源となります。また官庁、学校、金融機関などで使
用する所得証明書や非課税証明書等は、申告を基に証明されるものですので、申告していない方には発行出来ません。期限内に正しく申
告してください。�

申告が必要な方は�
　平成29年１月１日現在三種町に住所があり、平成28年中に所得があった方
は申告が必要です。なお、給与所得のみの方で、勤務先から年末調整済みの給
与支払報告書が町に提出されている方は申告の必要はありませんが、右記に該
当する方は申告する必要があります。�
※申告書につきましては、昨年度の申告実績等により送付していますが、申告
書が送付されない場合であっても申告が不要という訳ではありませんので、
ご確認のうえ必要に応じて申告してください。�

申告に必要な書類は�
●印鑑�
●確定申告する方や給与支払報告書が未提出な方は源泉徴収票（原
本）と本人名義の金融機関・支店名・口座番号が分かるもの�

●生命保険、介護医療保険、個人年金保険、地震保険、小規模企業
共済等の支払証明書�
●社会保険料（任意継続、建設国保、国保税、国民年金、介護保険
料、後期高齢保険料等）の支払証明書（領収書）�

農業所得のある方は�

マイナンバーの記載＋本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。�

●昨年１年間の農業関係に係る収入と支出金額をまとめて来てください。�
※農協が発行する「申告に係る証明書」や出荷先事業所が発行する「証明書」、集落営農の方は「配分利益に関わる個別通知書」また、
国の「経営所得安定対策交付金」など全ての収入と支出が明確にわかる書類を必ず持参してください。�
●【はじめよう、収支計算】　農業ノートに収入と支出（経費）をあらかじめ記入してきてください。なお、記入方法が分からない、など
の問合せは税務課へご連絡ください。（農業ノートが必要な方は、税務課又は各総合支所にありますのでお気軽にお持ち帰りください。）�
●必要書類が不足している場合は、申告が出来ない場合がありますのでご注意願います。�

（注）　配偶者控除や扶養控除を受ける方のマイナンバーの記載も必要となりますので、控除対象者のマイナンバーカードや通知カード
を申告の際にお持ちください。 �

◎確定申告により国民年金保険料等に係る社会保険料控除の適用を
受ける場合は、国民年金保険料等の支払いをした旨を証する書類
を添付又は提示することとなっておりますのでご持参ください。�

●医療費控除を受ける方は、平成２８年中に支払った医療費と保
険などで補てんされる金額の合計金額を治療を受けた人ごと、
病院・薬局（薬店）ごとに集計し、領収書を添付してください。�
●事業所得者は、収支内訳書又は売上、仕入、経費の分かる書類�
●土地や建物を譲渡した場合は、契約書類及び土地収用証明書等。
なお、土地・建物を国や地方公共団体に譲渡した場合でも、町
県民税の申告は必要です。�
●住宅借入金等特別控除を初めて受ける方は、住民票の写し、家
屋の登記簿謄本や請負契約書などで、家屋の取得年月日・床面
積・取得価格を明らかにする書類又は写し、住宅取得資金に係
る借入金の年末残高等証明書が必要です。�

給与・報酬を2カ所以上からもらっている方�

給与以外の所得がある方�

給与支払報告書などに記載されたもの以外の所得控�
除を受けようとする方�

収入が公的年金のみで所得控除を受けようとする方�

農業所得は他の事業所得と同様に、総収入金額から必要経費を差し引いて計算します。�

次の項目のうち、どれかに該当しますか？�

次の項目のうち、どれかに該当しますか？�

ここまでで「該当がない」又は良くわからな�
いなど…�

の場合は、�税務課までお問い合わせください。�

平成29年１月１日現在、三種町に居住していましたか？�

勤務先などから町に給与支払報告書が提出されていない。�
町に提出された給与や公的年金の支払報告書以外に収入がある。�
公的年金（遺族年金・障害年金は除く）のみの方で、�
　１�．�年齢が65歳未満で年間収入が98万円を超える�
　２．�年齢が65歳以上で年間収入が148万円を超える収入があり、�所得控除を受けたい。�
町に提出された給与支払報告書に記載された以外の所得控除を受けたい。�

三種町への申告は不要です。�
（居住地の市区町村へ申告してください。）�

町県民税申告の必要があります。�
左の日程表の期間内に申告してく�だ�
さい。�

町県民税の申告義務はありません。�

いいえ�

は �い�

は �い�

は �い�

いいえ�

税務署へ確定申告書を提出した、又は提出する予定がある。�
給与収入のみ�（１箇所）�の方で、�勤務先から年末調整済の給与支払報告書が町に提出されている。�
※� 場合は、�所得控除を受けるため申告してください。�

平成28年分以降の確定申告書・町県民税申告書等の提出の際には、�

本
人
確
認
書
類
�

◆マイナンバーカード（個人番号カード）をお持ちの方は�

●マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。�

◆マイナンバーカードをお持ちでない方は�

●通知カードまたは住民票の写し（マイナンバーの記載があるもの） 

●身元確認書類（マイナンバーの持ち主であることを確認できる書類）��
　運転免許証、公的医療保険の被保険者証、パスポート、身体障害者手帳、在留カードなどのうちいずれか１つ 
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◆申告についての問合せは　�85－4828　税務課　賦課係まで�

受付時間　午前９時00分から午後３時30分まで�

区　分�
域�　�地�　�竜�　�八�域�　�地�　�本�　�山�域�　�地�　�丘�　�琴�

対　象　地　�区 �会　�場 �対　象　地　�区 �会　�場 �対　象　地　�区 �会　場�

２月 7 日�

２月 8 日�

２月 9 日�

２月10日�

２月13日�

２月14日�

２月15日�

２月16日�

２月17日�

２月20日�

２月21日�

２月22日�

２月23日�

２月24日�

２月27日�

２月28日�

３月 1 日�

３月 2 日�

３月 3 日�

３月 5 日�

３月 6 日�

３月 7 日�

３月 8 日�

３月 9 日�

３月10日�

３月12日�

３月13日�

３月14日�

３月15日�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

月�

火�

水�

木�

金�

日�

月�

火�

水�

木�

金�

日�

月�

火�

水�

小新�沢�・羽�立�・上新�屋�
敷・勝平�

琴丘総合支�所 �不動田・中�野 �山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

�

�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

山本総合支所�

�

山本総合支所�

柏木�岱・�小�出・�小又�口�・�
落合・塚ノ岱�

琴丘総合支所�小町・谷地ノ沢・外の沢�

入�通�・増�浦�・神馬�沢・�
鰄渕・砂子沢・二本杉�

琴丘総合支�所 �向達子・蛭沢・増�沢 �

天瀬川・市野・種�沢 �琴丘総合支�所 �長�面 �

泊�追�・�地�谷�大�・�崎�芦�目�の�宮�・�下�の�館�・�子�達� 八竜改善センタ�ー�

小谷�沢・�川�代・�内鯉�川�・�
浜鯉川�

泊�追�・�地�谷�大�・�崎�芦�所�支�合�総�丘�琴� 八竜改善センタ�ー�

谷�釜�・�口�大�所�支�合�総�丘�琴�丹�牡�・�田�信�長�・�沢�泉� 八竜改善センタ�ー�

野�橋�戸�志�・�道�割�・�岡�外� 大口・釜谷� 八竜改善センタ�ー�

橋�戸�志� 浜田� 八竜改善センタ�ー�

岡�豊� 浜田� 八竜改善センタ�ー�

高屋�敷・�中�村・�羽根�川�・�
千刈田�

琴丘総合支�所 �羽立・根岸・金光寺野�

新屋�敷 �琴丘総合支�所 �藤木台・金光寺�

新田・中嶋・黒瀬・逆川� 安戸六・川尻・久米岡�八竜改善センタ�ー�

川�鵜�所�支�合�総�丘�琴�田�猿�・�町�新�・�浜�深� 八竜改善センタ�ー�

岡�富�・�川�鵜�田�和�・�田�槻� 八竜改善センタ�ー�

中�沢・�東二本�柳・�２�次�・�
３次ゆうタウン�

琴丘総合支�所 �泉八日・昼寝・横長�根 �

館村・八幡越・川�藤 �琴丘総合支所�
温�泉�・木戸�沢�・上�台・�
石倉沢�

山谷� 琴丘総合支�所 �林�崎 �

平日申告できない方�

富�岡・�鵜の�巣・�十八�坂�・�
餅の沢・飯塚�

八竜改善センター�

平日申告できない方� 琴丘総合支所 �

二ツ森・牛沢・山口�

鹿南� 琴丘総合支�所 �大�町 �

鹿中� 沢�刈�萱�・�曲�大�所�支�合�総�丘�琴� 八竜改善センタ�ー�

寒城・飛塚・大�町 � 大曲・萱刈沢� 八竜改善センタ�ー�

鹿�北 �琴丘総合支所� 上記で申告できなかった方�八竜改善センタ�ー�

全　　地　　区　　対　　象　　　　平日申告できない方　　　　　　　�（八竜改善センター）�

全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　�（八竜改善センター）�

全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　�（八竜改善センター）�

全　　地　　区　　対　　象　　　　各会場で申告できなかった方　　　�（八竜改善センター）�

平成29年度�　 �町県民税・所得税申告相談日程�

●山本地区の申告会場はすべて「山本総合支所」で行います。「すいらんの館」及び「金陵の館」では行いませんの
でご了承願います。�

●各地区申告受付時間は午前９時から午後３時30分までです。受付時間に合わせておいでくださるようお願いします。�

●申告日程終盤は非常に混雑しますので、出来るだけお住まいの地区の指定日においでください。都合の悪い場合は、他の地区の指定日

でも申告できます。（お住まいの地域に係わらず、どの会場でも申告できます。）�

●税務課及び各総合支所地域振興係窓口では申告相談を行っておりませんので、ご用のある方はいずれかの会場へお越しください。�
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長
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正
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こ
の
歌
は
小
倉
百
人
一
首
の
中
の
一

つ
で
、
恋
人
の
心
変
わ
り
を
男
性
の
側

か
ら
咎
め
る
歌
で
す
。
私
は
女
ば
か
り

の
兄
弟
の
中
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、
正

月
に
は
家
族
で
よ
く
百
人
一
首
を
や
り

ま
し
た
。
子
供
の
頃
に
覚
え
た
こ
と
は

こ
の
年
に
な
っ
て
も
忘
れ
ま
せ
ん
。
有

り
難
い
こ
と
で
す
。�

　
作
者
は
清
少
納
言
の
父
、
清
原
元
輔

で
後
拾
遺
和
歌
集
（
１
０
８
６
年
）
に

撰
ば
れ
て
お
り
ま
す
が
、「
末
の
松
山
」

と
い
う
こ
の
有
名
な
歌
枕
が
仙
台
の
お

隣
の
多
賀
城
市
に
在
る
と
い
う
こ
と
を

つ
い
最
近
知
り
ま
し
た
。�

　
昨
年
12
月
、
仙
台
で
中
央
官
庁
の
出

先
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
終
え
た
後
、

ど
う
し
て
も
見
た
く
て
、
私
だ
け
帰
り

の
電
車
を
２
時
間
遅
ら
せ
て
多
賀
城
市

へ
向
か
い
ま
し
た
。�

　
仙
台
か
ら
多
賀
城
駅
ま
で
は
電
車
で

約
20
分
位
。
駅
か
ら
歩
く
こ
と
約
10
分

で
末
の
松
山
の
あ
る
末
松
山
寶
国
寺
に

着
き
ま
す
。
お
寺
の
裏
手
に
墓
所
が
あ

り
、
そ
の
す
ぐ
後
ろ
に
あ
る
小
高
い
丘

の
上
に
樹
齢
４
５
０
年
く
ら
い
で
し
ょ

う
か
２
本
の
松
が
立
っ
て
い
ま
す
。�

�����

　
末
の
松
山
が
京
都
の
歌
壇
に
登
場
す

る
の
は
古
今
和
歌
集
（
９
０
５
年
）
に

東
歌
と
し
て
撰
ば
れ
て
か
ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
賀
城
は
当
時
、
東
北
地

方
に
お
け
る
政
治
と
軍
事
の
中
心
地
で

し
た
。
都
人
に
と
っ
て
東
北
地
方
は
金

や
馬
の
産
地
と
し
て
憧
憬
の
地
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
〝
末
の
松
山
〞
は

「
浪
が
絶
対
に
越
え
る
こ
と
は
な
い
も

の
」
と
し
て
、
〝
あ
り
得
な
い
こ
と
、

永
久
に
不
滅
な
こ
と
〞
の
象
徴
と
し
て

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
「
浪
」
と

は
普
通
の
波
で
は
無
く
当
時
１
千
人
が

死
亡
し
た
と
言
わ
れ
る
貞
観
地
震
（
８

６
９
年
）
の
際
の
「
大
津
波
」
の
こ
と

で
は
な
い
か
、
そ
れ
が
年
月
の
経
過
と

共
に
記
憶
が
風
化
し
恋
愛
の
歌
枕
と
な

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。�

　
寶
国
寺
の
ご
住
職
に
お
会
い
し
て
東

日
本
大
震
災
の
頃
の
お
話
し
を
伺
い
ま

し
た
。
こ
こ
は
海
岸
か
ら
約
２
キ
ロ
位

離
れ
て
い
ま
す
が
、
当
時
や
は
り
津
波

が
す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
た
そ
う
で
す
。
そ�

�����

�����������

う
言
え
ば
こ
の
界
隈
の
塀
に
は
所
ど
こ

ろ
に
津
波
の
水
位
を
書
い
た
プ
レ
ー
ト

が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。
地�

元
の
人
達
は
昔
か
ら
こ
の〝
末
の
松
山
〞�

は
安
全
な
場
所
だ
と
知
っ
て
い
た
そ
う

で
、
１
０
０
人
く
ら
い
の
人
達
が
避
難

し
た
そ
う
で
す
。「
実
は
大
津
波
は
今
回

で
３
度
目
な
ん
で
す
。」今
回
の
３．

11

と
貞
観
地
震
以
外
に
も
慶
長
大
地
震（
１

６
１
２
年
）
の
際
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。�

　
東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
て
も
う
す

ぐ
６
年
目
を
迎
え
ま
す
。
昨
年
は
熊
本
、

大
分
、
鳥
取
で
大
き
な
地
震
が
あ
り
ま

し
た
。
寺
田
寅
彦
は
「
天
災
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
来
る
」
と
言
っ
た
そ
う
で

あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
忘
れ
な
い
内
に

や
っ
て
来
ま
す
。
日
本
は
世
界
に
冠
た

る
地
震
大
国
で
す
。
い
つ
来
て
も
迅
速

に
行
動
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
の
備
え

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

　
皆
様
、
今
月
も
ど
う
か
お
元
気
で
健

康
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。�

�

末の松山（多賀城市八幡）�

せ
い
し
ょ
う
　
な
　
ご
ん�

き
よ
は
ら
の
も
と
す
け�

す
え�

ま
つ

や
ま�

じ
ょ
う
が
ん�

末松山寶国寺�

「末の松山」碑文�


